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第１８回　神楽坂「感染症にまつわる数理」勉強会

免疫効果を取り入れた

日時：２０２６年５月２２日（金）

　SIR モデルに免疫効果を取り入れた単純化され
たモデルを考察し, 感染拡大が起きるための条件
を臨界人口との関係から解釈する．
　結果として臨界人口がウイルスによる免疫効果
には依存せず, ワクチンの効果のみに依存すること
等を報告する. 更にウイルスの感染力に時間周期
性があるときを考察し,  数理モデルが示唆する
効果的なワクチン投与法等について議論したい．

SIR モデルと
ワクチン効果について


